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古代都城のその後と
古都へのまなざし

第９回都城制研究集会

日時：2015年2月11日（水・祝）10:00～18:00

会場：奈良女子大学 文学系Ｎ棟N202教室

午前の部 10:00～12:10

平城京のその後－問題提起として 舘野 和己（奈良女子大学）
文学に見る飛鳥のその後 井上さやか（奈良県立万葉文化館）
その後の藤原京 山本 崇（奈良文化財研究所）
旧都の礎－平安後期和歌に見る平城京

岡﨑真紀子（奈良女子大学）

午後の部 13:10～18:00

南都焼討と奈良女子大学構内遺跡 前川 佳代（奈良女子大学古代学学術研究センター）
平城京から中世都市・奈良へ 佐藤 亜聖（元興寺文化財研究所）
難波京その後 豆谷 浩之（大阪歴史博物館）
恭仁京とその後 森島 康雄（京都府立山城郷土資料館）
近世における紫香楽宮観 伊藤 誠之（甲賀市歴史文化財課市史編さん室）

討論 司会：村元健一（大阪歴史博物館）・西村さとみ（奈良女子大学）

申込不要
入場無料

※内容は一部変更になる場合があります
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